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 (2)業績予想修正の理由 

   当社の主力事業である歯科技工事業については、全国に広がる新型コロナウィルス感染症

の影響を受け、歯科クリニックの患者数減少に伴う受注の減少が続いております。そこで当

社は、これら売上の減少を回復すべくその他歯科技工関連及び歯科関連ビジネスの開拓を行

ってまいりました。その結果、売上においては当初予想から6.7％減まで回復したものの、

歯科技工物製作の受注減に伴う利益率低下を補うまでには至らず、営業利益については当初

予想から48百万円の減少となり営業損失53百万円となる見込みです。 

   また、経常利益については、コロナウィルス関連の各種助成金や本年３月29日付「営業外

収益の計上に関するお知らせ」にて公表した貸倒引当金戻入額の計上が寄与したものの当初

予想から２百万円の減少となり経常損失０百万円、親会社株主に帰属する当期純利益につい

ては上記減損損失の計上により当初予想から16百万円の減少となり、親会社株主に帰属する

当期純損失16百万円となる見込みです。 

 

（注）上記の予想は、現時点で当社が入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の業績は今後の様々な要因により見通しと異なる結果となる可能性があります。 
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